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学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
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ど
の
よ
う
に
強
化
で
き
る
の
か
？
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人
を
動
か
す
力
は
大
き
く
５
つ�

　
こ
の
数
ヶ
月
の
間
、
大
学
関
係
者

を
騒
が
せ
て
い
る
国
の
動
き
の
一
つ

に
、
学
校
教
育
法
の
改
正
案
が
あ
り

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
学
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
強
化
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
促
進
法
案
」
で
す
。
教
授
会
の

権
限
を
縮
小
し
て
学
長
の
権
限
を
拡

大
す
る
も
の
と
し
て
反
対
の
声
も
上

が
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
法
律
改
正

が
、
学
長
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
変

え
る
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。�

　
そ
の
前
提
と
し
て
、
組
織
の
中
で

人
を
動
か
す
力
に
は
大
き
く
５
種
類

の
力
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

ま
す
（F

re
n
c
h
 
a
n
d
 
R
a
ve
n
 
�

１
９
５
９
）。
そ
れ
ぞ
れ
、
強
制
力

（
メ
ン
バ
ー
は
懲
罰
を
避
け
る
た
め

に
行
動
す
る
）、
報
酬
力
（
メ
ン
バ

ー
は
見
返
り
を
得
る
た
め
に
行
動
す

る
）、
正
当
力
（
メ
ン
バ
ー
は
ル
ー

ル
に
従
っ
て
行
動
す
る
）、
専
門
力

（
メ
ン
バ
ー
は
説
明
に
納
得
し
て
行

動
す
る
）、
準
拠
力
（
メ
ン
バ
ー
は

相
手
が
好
き
だ
か
ら
行
動
す
る
）
で

す
。
国
立
大
学
法
人
の
学
長
は
、
こ

れ
ら
の
う
ち
ど
の
力
を
日
常
的
に
発

揮
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
非
営
利
組
織
や
国
内
外
の

大
学
に
お
け
る
調
査
等
を
参
考
に
す

る
と
、
こ
の
問
い
の
答
え
は
、
学
長

を
管
理
職
（
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
と
捉
え

る
か
、
他
者
へ
の
影
響
力
の
あ
る
人

（
リ
ー
ダ
ー
）
と
捉
え
る
か
に
よ
っ

て
変
わ
る
よ
う
で
す
。�

�

学
長
の
権
限
は
既
に
強
力
だ
が�

　
一
般
に
優
れ
た
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

正
当
力
を
中
心
に
、
強
制
力
と
報
酬

力
を
補
助
的
に
使
う
と
言
わ
れ
ま
す
。

２
０
０
４
年
の
国
立
大
学
法
人
化
で
、

学
長
は
私
立
大
学
に
お
け
る
理
事
長

と
学
長
を
兼
ね
る
形
に
な
り
、
強
い

権
限
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
法

人
化
も
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発

揮
を
期
待
し
た
制
度
改
革
で
し
た
が
、

旧
国
立
学
校
・
財
務
セ
ン
タ
ー
の
調

査
（
２
０
０
９
）
に
よ
る
と
、
学
長

の
役
割
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
分
野
は
、

学
長
補
佐
の
任
命
や
中
期
目
標
の
策

定
が
中
心
で
あ
り
、
全
学
の
教
育
改

革
や
学
部
の
意
思
決
定
に
関
与
し
て

い
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。�

　
ま
た
、
権
限
が
あ
る
こ
と
と
実
際

に
行
使
す
る
こ
と
と
は
別
問
題
で
す
。

特
に
学
部
固
有
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

大
学
が
同
僚
性
の
強
い
組
織
で
あ
る

こ
と
、
学
長
に
当
該
学
部
に
つ
い
て

の
経
験
が
な
い
場
合
、
実
質
的
な
決

定
を
学
部
に
委
ね
る
方
が
、
大
学
運

営
を
効
果
的
・
効
率
的
に
行
え
ま
す
。

ま
た
、
ル
ー
ル
と
し
て
の
正
当
性
や

強
制
力
の
み
を
発
揮
す
る
こ
と
は
、

大
学
運
営
を
非
効
率
に
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
学
長
選
考
会

議
が
学
内
の
意
向
投
票
結
果
と
別
の

人
を
指
名
す
る
こ
と
は
ル
ー
ル
上
は

可
能
で
す
が
、
そ
の
こ
と
が
大
学
内

に
混
乱
を
も
た
ら
し
、
必
要
な
業
務

の
停
滞
を
も
招
く
の
で
あ
れ
ば
、
あ

え
て
権
限
を
委
譲
し
、
構
成
員
の
影

響
力
を
引
き
出
す
方
が
効
率
的
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
先

に
見
た
学
長
補
佐
の
任
命
や
中
期
目

標
の
策
定
の
み
に
学
長
の
指
導
力
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
現
状
は
、
学
外
か

ら
見
る
と
不
満
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

妥
当
で
あ
る
と
い
う
評
価
も
で
き
る

の
で
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
法
律
改

正
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
学
長
の

権
限
を
強
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
こ
と
が
即
座
に
国
立
大

学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
大
き
く
変
え
る

か
は
不
明
確
で
す
。
む
し
ろ
、
多
く

の
学
長
は
強
化
さ
れ
た
権
限
を
上
手

に
委
譲
す
る
こ
と
で
、
構
成
員
の
協

力
を
引
き
出
せ
る
こ
と
を
経
験
か
ら

知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。�

�

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
の
支
援
が
重
要�

　
構
成
員
が
進
ん
で
も
の
ご
と
に
取

り
組
み
た
く
な
る
影
響
力
を
持
つ
人

を
リ
ー
ダ
ー
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の

考
え
方
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
学

長
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
常
に
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
地
位
や
権
限
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間
関
係
の

中
に
起
こ
る
現
象
で
す
。
特
に
、
大

学
の
よ
う
な
同
僚
性
の
高
い
組
織
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
人
は
、

先
の
５
つ
の
力
の
う
ち
専
門
力
と
準

拠
力
を
中
心
に
発
揮
し
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
国
外
で
は
学

長
は
大
学
経
営
専
門
職
で
あ
り
、
専

門
性
の
獲
得
と
発
揮
の
機
会
は
多
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
日
本
で
も
同

様
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
準
拠

力
と
な
る
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
身
に

付
く
も
の
で
は
な
く
、
個
人
の
持
つ

特
性
に
よ
る
部
分
も
あ
り
、
育
成
が

難
し
い
で
し
ょ
う
。�

　
そ
う
し
た
中
で
、
学
長
が
専
門
性

を
発
揮
し
や
す
く
す
る
方
法
の
１
つ

が
、
専
門
性
を
持
つ
人
の
力
を
借
り

る
こ
と
で
す
。
現
在
で
も
委
員
会
や

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
等
の
形
で
、

専
門
性
を
持
つ
人
に
権
限
を
委
譲
す

る
こ
と
は
既
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
自
体
は
学
長
自
身
の
専
門
性
を

高
め
る
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
専

門
家
の
協
力
を
得
て
、
学
長
自
ら
の

発
言
の
説
得
力
を
高
め
る
と
い
う
方

法
も
あ
り
ま
す
。�

　
例
え
ば
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
通
じ
た
成
果
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
も
の
の
１
つ
は
、
全
学
的
な

教
育
課
題
へ
の
対
応
で
し
ょ
う
。
例

え
ば
、
学
士
課
程
教
育
は
、
学
部
教

育
を
超
え
て
国
際
的
通
用
性
の
あ
る

大
学
教
育
課
程
の
編
成
を
求
め
た
も

の
で
す
が
、
そ
の
構
築
に
構
成
員
が

進
ん
で
取
り
組
め
る
た
め
に
、
学
長

は
ど
の
よ
う
な
意
味
づ
け
を
行
い
、

ど
の
よ
う
な
言
葉
を
選
ん
で
発
言
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
の
専

門
的
知
見
を
有
し
た
学
長
の
支
援
者

は
、
名
古
屋
大
学
に
は
多
数
い
る
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　（
中
島
英
博
）�

大学教員準備講座2014大学教育学会第36回大会開催される�
　5月31日、6月1日の両日にわたり、本学で大学教育学会第36回大会が

開催されました。大学教育学会は大学教育に関する問題を多様な観点から研究

しており、会員数1200余名です。同学会の大会を本学で開催するのは今回が

初めてです。事務局を高等教育研究センターのスタッフが総出で務めました。�

　大会は、亀山郁夫氏（名古屋外国語大学長）の基調講演「現代社会を生きる

ための教養と大学教育」、公開シンポジウム「大学教育改革につながる実践的知

識の共有」、多様なテーマでのラウンドテーブル・自由研究等の内容で、充実し

た議論が各所で展開されました。参加者は約700名で、盛況のうちに幕を閉じ

ました。�

大学教員になるために必要な知識と技能の獲得をめざし、多面的に大学

教員の職務を検討する3日間の集中プログラムを以下の要領で実施いた

します。�

（於：文系総合館7F オープンホール）�

◆8 月4 日［月］9：00－18：00（休憩あり）�

　1.大学教員という職業　2.授業を設計する　3.教授法の基礎①�

　4.教授法の基礎②　5.学習成果を評価する�

◆8 月 5 日［火］9：00－18：00（休憩あり）�

　6.大学教育におけるチームワーク　7.学生の指導を行う�

　8.学生に書く力をつけさせる　9.大学教員の倫理�

　10.学生指導の方針を持つ�

◆8 月6 日［水］9：00－18：00（休憩あり）�

　11. 大学教員への第一歩　12. 学生のキャリア形成を支援する①�

　13. 学生のキャリア形成を支援する②　14.多様な高等教育機関�

　15.大学教員のライフコース�

※本プログラムでは、所属研究科や専攻領域によらず、関心のある大学

院生・ポスドク等の参加を募集しています。�

【参加申込み・お問合せ】info@cshe.nagoya-u.ac.jp
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名古屋大学高等教育研究センター�

読んでおきたい�
この1冊�
Great Books on University 阿曽沼明裕　著�

2014年2月　名古屋大学出版会�

　本書は、名古屋大学の教員である筆者が近年精力

的に行ってきたアメリカ研究大学の大学院に関する

調査・研究の成果をとりまとめたもので、全 487

ページの書籍です。�

　大学の教職員にとって大学院は日常的な存在であ

り、その成立経緯や他大学の実態について改めて考

えることは少ないのが実情です。日本の大学院は、

戦後にアメリカの制度を参考に課程制大学院として

再スタートしました。スクーリングや教員集団によ

る研究指導等は一例です。モデルであるアメリカの

実態について、日本の大学人の知見は現在もなお限

られています。�

　アメリカの大学院はきわめて多様であり、研究大

学に限定してもそのことは妥当し、実態を正確に把

握することは困難です。それが一因かと思われますが、

大学院の組織や教育実態に関する研究はアメリカで

も多くないようです。その中で筆者は、各種公刊資

料のほか、主要大学の執行部へのインタビューを通

じて得た知見を縦横に駆使し、実態解明に努めてい

ます。大学院の組織形態は文理学院、アンブレラ型、

個別スクール型など大学により多様であること、教

育目的・養成する人材像（研究者養成と専門職養成）、

授与する学位の種類（研究学位と専門職学位）等の

面でも多様であることなど、興味深い事実が次々に

紹介・解説されます。これらはアメリカの大学院の

理解にとどまらず、日本の大学院のあり方を検討す

る上で貴重な知見になると思われます。（夏目達也）�

シンク・ペア・シェア�

　シンク・ペア・シェアは、さまざまな授業において簡単に

実施できる協同学習の技法です。1981年に刊行されたフラ

ンク・ライマン氏の書籍によって広く紹介されました。�

　シンク・ペア・シェアは、文字通り「シンク（考える）」、「ペ

ア（２人組）」、「シェア（共有）」の順序で議論させる手法で

す。シンクの場面では、クラス全体に質問を投げかけ、学生

が一人で考える時間を取ります。必要な時間は課題の内容に

よりますが、１分間以上与えた方がよいとの報告もあります。

次のペアの場面では、学生に２人組をつくらせ、質問に対す

る答えについて議論させます。受講者数が奇数の場合は、３

人組もつくります。シェアの場面では、ペアで議論したこと

をクラス全体に共有させます。教員が議論の内容を報告する

ように指示をするなどして全体での議論をリードします。�

　この技法が広く普及している理由は、クラス全体の議論へ

の段階的な活動を適切に設定している点にあると言えます。

まず一人で考える十分な時間を与えた上で、２人という話し

やすい少人数で議論するため、クラス全体の議論に向けた有

効なウォーミングアップになります。�

　シンク・ペア・シェアは基本的な型ですが、慣れてくれば

自分なりにアレンジを加えることができます。たとえば、シ

ンクの際にワークシートなどに書かせる作業を入れる、ペア

の際に２人より多くの人数にするなど、自分の授業の中の学

習目標に合わせて変更することができます。�

　協同学習に関する研究では、研究者によって見解が一致し

ているわけではありませんが、４、５人のメンバーからなる

グループが推奨されることがあります。ただし、２人で学習

するという形態も学習目標によっては効果的な方法です。メ

ンバーがあまり慣れていない場合や使える時間が短い場合な

どは、特に２人での学びが有効であると言われています。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中井俊樹）�

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集�

　
現
在
、
博
士
課
程
教
育
で
育
成
さ

れ
る
べ
き
能
力
は
多
様
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
か
つ
て
は
学
術
研
究
能
力

を
育
て
て
い
れ
ば
十
分
で
し
た
。
し

か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の

な
か
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
在
の
博
士

課
程
教
育
で
は
、
伝
統
的
な
学
術
研

究
能
力
に
加
え
て
専
門
家
と
し
て
の

能
力
（
大
学
内
外
に
研
究
の
知
見
を

普
及
・
応
用
す
る
能
力
）
と
文
化
的

能
力
（
多
文
化
的
状
況
で
活
躍
す
る

能
力
）
を
育
成
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
博
士
課
程
教
育
に
対

す
る
期
待
の
変
化
に
伴
い
、
博
士
課

程
教
育
で
は
静
か
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

博
士
課
程
教
育
は
、
個
別
指
導
を
中

心
に
し
た
徒
弟
制
モ
デ
ル
に
も
と
づ

い
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

多
様
な
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、

徒
弟
制
モ
デ
ル
で
は
限
界
が
あ
り
、

g
lo
b
a
l 
villa

g
e

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　g
lo
b
a
l 
villa
g
e

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

学
術
研
究
能
力
・
専
門
家
と
し
て
の

能
力
・
文
化
的
能
力
の
三
つ
の
能
力

を
育
成
す
る
た
め
の
活
動
と
概
念
的

な
学
習
モ
デ
ル
（
徒
弟
制
モ
デ
ル
、

専
門
的
な
社
会
化
ア
プ
ロ
ー
チ
、
実

践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
を
結
合
し
た
も

の
で
す
。
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
概

念
を
組
み
込
ん
で
い
る
点
と
組
織
化

さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。�

　g
lo
b
a
l 
villa

g
e

ア
プ
ロ
ー
チ
に

は
、
五
つ
の
レ
ベ
ル
の
学
習
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
含
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の
学
習
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
異
な
る
モ
デ
ル
と
環
境
の

な
か
で
機
能
し
て
い
ま
す
。�

①
ゼ
ミ
や
研
究
室
レ
ベ
ル�

　
ゼ
ミ
、
研
究
室
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

個
別
指
導
の
時
間
な
ど
、
徒
弟
制
モ

デ
ル
を
と
お
し
て
学
術
研
究
能
力
を

高
め
て
い
ま
す
。�

②
学
科
（d

e
p
a
rtm
e
n
t

）
お
よ
び

研
究
室
レ
ベ
ル�

　
学
科
や
研
究
室
の
提
供
す
る
博
士

課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
能
力
開
発
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
と
お
し
て
学
問
分

野
の
専
門
家
と
し
て
の
能
力
を
高
め

て
い
ま
す
。�

③
全
学
統
一
的
な
大
学
院
（c

e
n
tra
l 

g
ra
d
u
a
te
 s
c
h
o
o
l

）
レ
ベ
ル�

　
米
国
で
は
一
般
的
に
、
博
士
課
程

の
学
生
は
全
学
的
に
提
供
さ
れ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利

用
し
て
専
門
的
な
研
究
能
力
を
高
め

た
り
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ

リ
ア
開
発
支
援
を
受
け
た
り
し
て
い

ま
す
。�

④
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動�

　
博
士
課
程
の
学
生
は
、
仲
間
と
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
メ
ン
タ
ル
面
で

の
サ
ポ
ー
ト
、
知
識
の
共
有
、
お
互

い
の
研
究
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

と
お
し
て
相
互
に
学
習
し
て
い
ま
す
。�

⑤g
lo
b
a
l villa

g
e
 

レ
ベ
ル�

　
国
内
外
の
学
術
会
議
、
国
際
連
携
、

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
と
お
し
て
、
博
士
課
程
の

学
生
は
、
専
門
的
に
社
会
化
さ
れ
、

学
問
分
野
固
有
の
価
値
と
伝
統
を
学

習
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
異
な
る

国
の
研
究
者
と
交
流
す
る
こ
と
を
と

お
し
て
、
文
化
的
能
力
を
高
め
て
い

ま
す
。�

　
米
国
、
E
U
諸
国
、
豪
州
で
、

g
lo
b
a
l 
villa
g
e
 

ア
プ
ロ
ー
チ
に
も

と
づ
く
取
り
組
み
が
活
発
に
な
っ
て

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
２
０
１
１
年

以
降
、
日
本
で
も
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大

学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
導
入
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

（
抄
訳
　
小
林
忠
資
）�

『アメリカ研究大学の大学院�
　　　　　　　－多様性の基盤を探る』�
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